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国土交通省 福島河川国道事務所 

～伏黒出張所の紹介をします～ 

 当出張所では母なる川 “阿武隈川” や急流河川で水質日本一の “荒川” などを管理しております。大雨による洪水の

対応や河川管理施設のパトロール・点検・補修などを行っていますが、これから「伏黒出張所タイムズ」で川の管理など
を皆さんに分かりやすく伝えて参りますのでよろしくお願いいたします。 

  

 

  

 

            

河川へのゴミの投棄は５年以下の懲役
または1,000万円以下の罰金など厳しい
罰則が設けられています。  

河川へのゴミの投棄は 
違法行為です！ 

河川への一般家庭ゴミや粗大ゴミなどの投棄が後を
絶ちません。不法投棄物の回収・処分費用には税金
が使われています。 
また、自然環境や美観を損ねるだけでなく、河川の汚
染や悪臭の原因にもなります。地域の皆さんが快く河
川を利用できるように、マナーを守りましょう。 

自転車 15ヵ所（15台）

タイヤ 11ヵ所（32本）

粗大ゴミ 11ヵ所

家電製品 10ヵ所

家庭ゴミ 他 100ヵ所

【不法投棄ゴミ種別・箇所数】

（期間：平成29年3月～平成30年2月）

油流出事故にご注意！ 

例年、冬場は一般家庭のホームタンクや事業所の
タンクから、灯油などが漏れ出す油流出事故が起
こっています。日頃から適正なホームタンクの管理
を行っていただき、事故を防ぐための心掛けをお
願いします。 

～油流出事故を防ぐための心掛け～ 

  ホームタンクから灯油を小分けに 
  する時は、その場を離れない。 
    屋根からの落雪によるタンクの破損 
 ・転倒に注意しましょう。 
    除雪による配管の破損を防ぎましょう。 

 日頃からの定期点検を忘れずに！ 

油流出事故の処理対策のために設置した 
オイルフェンスや油吸着マットなどの 
経費は、原因者の負担となります。 

【伏黒出張所の管理区間】 

阿武隈川 宮城県境～移川（二本松市）  51.2 ㎞ 
広瀬川  本川合流点～あぶくま急行橋梁  2.13㎞ 
摺上川  本川合流点～幸橋        0.8 ㎞ 
松川   本川合流点～松川橋       0.7 ㎞ 
荒川   本川合流点～地蔵原堰堤    13.0 ㎞ 
                  合計 67.83㎞ 



★川や堤防の異常・変状などを発見されまし 
たら、お手数ですがご連絡お願いします。 

《お問い合わせ》 

国土交通省 福島河川国道事務所  

伏黒出張所 
〒960－0502 伊達市箱崎字中32－１ 

TEL024(583)3233 FAX024(551)2337 

http://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/ 

 
 

 

～10/13 荒川クリーンアップ大作戦を行いました～ 

目指せ！９年連続“水質日本一” 

 荒川は国土交通省の水質
調査で８年連続“水質日本一
（水質が最も良好な河川）”と
なりました。この結果は市民
の皆様の河川愛護意識の高
揚、官民一体での水質改善
への取組の成果と考えられ
ます。 

引き続き、ご協力を 
よろしくお願いいたします！ 

危機管理型水位計の設置が進んでいます（Ｈ31.1月現在） 

●危機管理型水位計とは 
洪水時の水位観測に特化した水位
計。一定の水位を超過した時には
10分以内毎に水位データを観測出
来ます。初期設置コストが低い上、
長期間メンテナンスが不要。 
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福島 八木田 

上名倉 

太陽電池 

太陽電池・バッテリーにより 
無給電で稼働 

送信器 

設置番号 地先名 

1 伊達市梁川町 
やながわ工業団地地先 

2 桑折町伊達崎地先 
3 福島市鎌田地先 （設置予定） 

4 福島市南町地先（阿武隈川） 
5 福島市南町地先（荒川） 

＜伏黒管内設置状況＞ 

https://k.river.go.jp アクセスはこちらから 

データはパソコン・ 
スマートフォン 

から確認できます 

 日 時：H30.11.21（水）9:30～11:30 
 出席者：伊達市長、桑折町長、国見町長、 
      平成10年災害を経験した自治会長や町内会長、     
      当時水防活動にあたった消防団員 ほか 

 7月の西日本豪雨被害を受け、排水ポンプ車を被災
地へ派遣しました。広島と岡山で約1週間の活動をし、
帰還しました。 

排水ポンプ車を西日本豪雨被災地へ派遣 

福島県内にも甚大な被害をもたらした「平成10
年災害」を忘れてはならない教訓として次世代
に語り継ぎ、大規模氾濫時の避難を含めた今
後の対応について考えるきっかけづくりを目的
として、伊達地区の座談会を開催しました。 

～平成10年災害から20年～ 

『座談会』伊達地区(伊達市・桑折町・国見町)

を開催しました！ 
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